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総務経済常任委員会
報告



委員会構成メンバー

委員長 石田 史行 副委員長 佐々木 昇

委員 下山 千津子 委員 星野 洋一 委員 井上 慎司



所管事務調査事項
道路、消防、まちづくり、ごみ、防災など町民の皆さま

の生活に直結する事項を所管。

直近では委員会として「後退用地等の取り扱いについ
て」を所管調査項目に選定。
町内には、セットバック用地が整備されず放置されて
いる箇所が一定数確認されているため、その原因と対処
方策について調査。

具体的には・・・



そもそも後退用地とは・・・

狭い公道（幅員が４ｍ未満）に
接する敷地に建築する場合、建築
基準法の規定に基づきセットバッ
クされる土地を指す。



委員会開催の経過

町担当課に対するヒアリ
ングや、セットバック用
地の買取り制度を導入し
ている自治体として中井
町を視察。



委員会開催の経過

実務上の課題を把握するため
に宅建協会小田原支部役員を
お招きし、専門家との意見交
換会を実施。

後退用地の買取り制度を導入
している自治体が神奈川県内
１３町のうち６町が既に導入
済みであることが判明。



検討結果のまとめ（計10回の委員会を開催）

県内市町村の取組みをつぶさに見てみると、当町と同じく買取
り制度はなくとも後退用地部分の門、塀、生垣等の撤去移設費
用の補償を行っている自治体も少なくない。当町もせめてその
レベルまでには引き上げたい。

そもそも後退用地の取り扱いについて、寄付のみで対応すると
しても要綱等が現状当町では整備されていないのは透明性に欠
ける。

後退用地の買取りや物件除去補償制度を当町が導入することに
よって、安全で快適な住環境の形成と災害に強いまちづくりを
強力に推進する大きなメッセージとなるのではないか。



町への提言

後退用地の取り扱いについて、寄付のみの対応に留める
としても要綱等規約の整備を図り、取り扱いの透明化を
図られたい。

県内市町村の取組みをつぶさに調査すると共に、まずは
物件除去補償制度を導入し一層寄付を促す施策を検討す
ると共に、まちづくりの大局的観点から後退用地の買取
り制度の導入を検討されたい。



現在の取組み

「ごみ処理に関わる諸課題について」を所管事務調査
項目として決定し、特にごみ出し弱者への支援策を調
査中。



教育民生常任委員会
報告







1．高齢者の“わからない”に寄り添う
優しいおもてなしサービスの向上

課題

デジタル化やペーパーレスなどが進む中で、高齢者
に とって各種申請などの行政手続がわかりにくく困る
という声が寄せられている。

提言

わかりにくさや困りごとを高齢者の立場になって理解
し、高齢者の“わからない”に寄り添い、優しいおもてな
しの気持ちで、さらなるサービス向上に努められたい。



２．包括支援センター機能にかかわる
業務連携のさらなる向上

課題

包括支援センターの役割は大変重要であり、高齢者
のニーズにしっかり対応できるよう、町の担当課との連
携強化など、体制や仕組みの整備が求められている。

提言

ますます増加する高齢者に支援サービスが行き届くよ
う、包括支援センターの体制充実や、業務の効率化に
向けた職員の交流など、機能や運用の充実を図られた
い。



３．民生委員児童委員の役割の明確化
と高齢者への周知、ニーズに応える情報提供

課題

高齢者世帯や一人暮らし高齢者の情報把握が困難で
あり、活動が自治会の加入者中心になり未加入者に行
き届かない。また、民生委員児童委員のなり手が不足
している。

提言

個人情報の保護に配慮しつつも民生委員児童委員へ
適切に情報提供し、また、町と民生委員児童委員の役
割を明確にして負担の軽減や処遇の改善などを行い、
なり手不足の改善を図られたい。



４．高齢者世帯・一人暮らし高齢者が
安心安全に暮らせるために

課題

高齢者の生活は、年齢層や生活環境が異なることか
ら孤立状態に陥っている高齢者の実態は見えづらい状
況にあり、自治会や老人クラブへの加入率が低下してい
る。

提言

高齢者世帯・一人暮らし高齢者の孤立を防ぐため、町、
町社会福祉協議会、自治会、老人クラブや民生委員児
童委員の連携と情報共有を密にし、見守り体制の強化を
図られたい。



現在の取組み
町民の皆さまの読書環境の向上を
目指した取組みに着手し、委員会で
実状調査や視察などを行いながら委
員間で討議を重ねています。



広報広聴
常任委員会報告



広報広聴常任委員会の活動

広報広聴常任委員会

広報分科会 広聴分科会

広報広聴常任委員会は、広報分科会と広聴分科会の
二つの分科会に分かれて活動。
各分科会の重要な協議案件は、広報広聴常任委員会
で決定。

議会広報誌の編集及び発行
議会広報活動の実施
議会広報の調査及び研究

議会広聴活動の実施に関すること
議会広聴の調査及び研究



広報改革について
時勢にあった改革を大胆に推進！

「読む」から「見る＝魅せる」

改革

議会ウェブサイトを９月に新設

議会広報紙「ギカイだより」の改革

広報紙とウェブサイトの両輪で
広報改革を進めています



ギカイだより改革～令和３年８月１日号～

「一人でも多くの町民に、まずは手に取ってもらいたい」
「１ページめくってもらいたい」いう思いから、
毎号デザインや構成に変化をつけて発行

令和３年８月１日発行２０７号は、令和３年度全国町村議会
広報コンクールで奨励賞（編集・デザイン部門）を受賞



タブロイド版ギカイだより



１ 情報を迅速に発信する必要性

新聞は前日の記事が掲載されるが、情報はＳＮＳで即
時受取る時代 ⇒議会活動の発信も迅速化が必要。約
２ヶ月後の広報紙・ギカイだよりに掲載するのでは遅い。

２ 情報をわかりやすく発信する必要性
ホームページに（PDF等）貼り付けるのみの情報発信をし

ていたが、町民に読ませることで満足せず、動画を取り入
れて議会から「話しかける」「呼びかける」 「見ていただく」
ことが必要

なぜ「今」
「読む」から「見る」なのか



なぜ議会独自のウェブサイトを制作したのか

インターネット環境が当たり前の時代…

興味を持った時に行う最初の行動は

「検索」する行為

⇓

まず、目にするのは議会ウェブサイト

ウェブサイトのデザインやコンテンツが良くなければ、

プロフィールや政策等といったコンテンツまで

たどり着かない可能性がある。



なぜ議会独自のウェブサイトを制作したのか

多様な動画を取り入れて、
「読む」ウェブサイトから「見る」ウェブサイトへ

しかし、町ホームページでは…
・容量が不足してしまう
・情報にたどり着くまでに３～４クリック必要
「見やすさ・わかりやすさ・探しやすさ」の実現が難しい

⇓

議会独自のウェブサイト開設

ただし、全てをデジタル化すべきではないため、紙面
での発信も継続しています。



毎月変わる
インパクトのあるトップページムービー

トップ
ページ



コンテンツを整理し、
２クリックで得たい情報にたどり着く

コンテンツ

ユニバーサル
デザイン

色の組み合わせで視覚のバリアフリー化
全ての人に優しいユニバーサルデザイン



クリックすると議員が動き、
議員自ら話し出す自己紹介ムービー

議員紹介
ページ



Before⇒Question⇒After形式で
日本一短く動画で説明

一般質問
ページ

Before After

一般質問概要動画 議会インターネット録画配信

Question

終了後インタビュー
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動画で分かりやすく紹介する取組みは、ＮＨＫ「おはよう日本」で

一般質問
ページ

Before⇒Question⇒After 形式で
日本一短く動画で説明

取り上げられました。



ご清聴ありがとうございました
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